
「
袋

中

上

人

の

研

究

」

中

村

裕

晃

　一　

上
人
は
戦
国
時
代
と
も
呼
ば
れ
る
天
文

二
十

一
年

(
一
五
五
二
)

奥
州

(
福
島
県
岩
城
郡
磐
前
村

)
に
生
ま
れ
、
良
定
弁
蓮
社
入
観

と
号
し
た
。
七
才

で
出
家
し
、
十
四
才
に
し
て
得
度
し
て
袋
中
と

名

乗
り
、
後
青
年
時
代

に
は
浄
土
宗
学
は
勿
論

の
こ
と
、
広
く
諸

学

の
研
究
に
精
進

し
、
従

つ
て
そ
の
学
問

に
至

つ
て
は

「
梵
漢
対

映
集
」

「
血
脈
論
」

「
麒
麟
聖
財
論
私
釈
」

「
大
原
瑞
書
」

「
啓

袋

中
」

「
明
眼
論
記
」

「
琉
球
神
道
記
」

「
琉
球
往
来
記
」

「
天

笠

往
生
記
抄
」

「
臨
終
要
決
抄
」

「
聖
鬮
賛
」

「
曼
茶
羅
白
記
」

「
元
亨
釈
書
略
頌
」

「
評
摧
邪
論
」

「
四
十
二
章
経
註
」

「
湟
槃

考
文

鈔
」

「
泥
沍
之
道
」

「
弥

陀
偈
抄
」

「
舎
利
礼
文
記
」
等
こ

の
他
多
大
の
著
作
を
行

い
、
又
或
時
は
古
記
録
の
蒐
集
整
理
に
つ

と

あ
、
伝
法
、
故
実
関
係
等

の
散
失
を
防
ぎ
、

こ
れ
ら
は
常
に
後

世

を
啓
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
上
人
に
於

て
こ
の

期
に
於
け
る
仏
者
と
し
て
の
学
問
的
教
養

の
総
合
、
並
び
に
宗
史

上
に
於

て
上
人
の
時
代
的
背
景
と
云

つ
た
所
を
考
察
し
て
見
た
い

と
思
う
。

　二u

先
づ
当
時
、
即
ち
江
戸
時
代
初
期

の
仏
教
界

の
情
勢
を
見
る
時
、

各
宗
派

の
共
通
す
る
所
と
し
て
、
O
戒
律
尊
重
、
⇔
教
学
の
興
隆

の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
浄
土
宗

に
於

て
も
当
時
の
俗
化
し
た
教

団
か
ら
少
し
で
も
法
然
の
精
神
を
見
出

そ
う
と
す
る
新
し
い
運
勁

が
起

つ
て
来
た
の
で
あ
る
。

一
つ
は
僧
侶

に
し
て
戒
律
を
守
る
も

の
が
少
な
く
、
著
し
く
僧
風
が
堕
落
し

て
来
た
の
を
嘆
き
、
特

に

仏
制
の
律
義
を
複
興
せ
ん
と
し
た
運
動

で
あ
り
、
今

一
つ
は
当
時

の
寺
院
が
俗
化
し
て
ゆ
く
の
を
嘆
き
、
俗
塵
を
燕
れ
た
静
閑
な
地

に
道
場
を
設
け
、
仏
制
を
守
り
念
仏
修

行
に
専
入
し
、
以
つ
て
宗

祖
の
恩

に
報
ん
と
す
る
運
動

で
あ

つ
た
。
前
者
は
念
戒

一
致
の
運

動
で
あ
り
、
後
者
は
新
念
仏
運
動

で
所

謂
、
興
律
派
、
捨
世
派
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
新

し
い
運
動
は
戦
国
末
か
ら

始
ま

つ
て
お
り
、
称
念
、
或
は
上
人
の
肉
兄
以
入
、
弾
誓
、
関
通

徳
本
等
に
ょ
り
諸
地
方

に
展
開
さ
れ

て
行
き
、
又
霊
潭
、
湛
慧
、

徳
厳
、
義
灯
、
普
寂
、
敬
首
等

に
よ
つ
て
浄
土
律
が
興
隆
さ
れ
た
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の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
浄
土
宗
の
情
勢
の
中

で
袋
中
上
人
な
出
家

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
光
明
院
闢
基
以
八
上
人
行
状
記
」

に

よ

れ
ば
以
八
上
人
は
、
栄
誉
を
好
ま
ず
、
・俗
塵
を
離
れ
、
念
仏
修

行

に
専
入
さ
れ
た
前
述

の
新
念
仏
運
勁

の
実

践
者
で
あ
る
。
こ
の

以
八
上

人
の
弟

で
あ
り
、
親
交

の
あ

つ
た
袋
中
上
人
も
薪
念
仏
運

動

の
流
れ
の
上
に
位
置

し
て
居
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
八

上

人
が
袋
中
上
人
に
送
ら
れ
た
消
息

一
部
を
見

て
も
当
時
の
仏
教

界

を
批
判
し
、
熱
列
真
摯
な
求
道
精
神

の
ほ
ど
が
伺
い
知
る
事
が

出
来
る
。
従

つ
て
以
八
の
精
神
が
袋
中
上
人
に
強
い
影
響
を
与
え

て

い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　三v

浄
土
宗
に
於
け
る
教
学

の
輿
隆
は
江
戸
時
代
甲
期
以
、後
で
あ
り

江

戸
峙
代
初
期

に
於

て
は
教
団
自
体

の
過
度
期

の
た
め
に
僅
か
な

学

者
が
出
た
の
み
で
あ

つ
た
。
袋
中
上
人
は
丁
度

こ
の
時
期

に
出

た
学
者

で
あ
る
。
上
人
は
名
越
派

の
僧
で
あ
り
、
上
人
自
筆

「
浄

土

五
重
相
伝
次
第
抄
」
に
よ
れ
は
、
名
越
派
五
祖
良
栄
以
降
を

良
栄
i
良
寂
-
良
蔵
-
良
本
ー
艮
照
-
良
鐘
i
良
冏
ー
良
大
ー

良
怡

i
良
雷
T

良
要
ー
良
呈
-
良
定

と
な

つ
て
お
り
、
名
越
派

の
伝
法
を
相
伝
し
て
い
る
。
又
良
ら
多

く
の
著
作
を
あ
ら
わ
し
、
宗
義

の
影
彰

に
務
め
る
と
共

に
、
そ
の

巾
広
い
知
識
を
以
つ
て
教
化
門
弟

の
養
成
に
あ
た
つ
た
の
で
あ
る
。

更
に

「
五
重
略
釈
」

「
五
重
別
択
」

「
難
遂
機
要
釈
」

「
授
手

印

要
釈
」

「
領
解
要
釈
」

「
決
答
要
釈
」
等
の
伝
法
書
の
註
釈
書
六

部
を
顕
わ
し
、
特

に
名
越

の
伝
法
に
つ
い
て
大
い
に
寄
与
す
る
所

が
あ
り
、
伝
書
の
沿
革
を
知
る
上
に
於

て
重
要
な
資
料
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
又
遠
く
琉
球
に
遊
学

さ
れ
た
際
の
著
書

「
琉
球

往
来
記
」

「
琉
球

神
道
記
」
等
も
琉
球

に
於
け
る
当
時
の
神
道
を

知
る
上
に
も
重
要
な
資
料
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
袋
中
上
人
は
、
教
学
が
興
隆
す
る
江
戸
中
期
以
前
に
於
て

既
に
多
く
の
著
書
を
出
し
、
宗
義
の
顕
彰
に
つ
と
あ
、
波

の
弟
子

で
あ
る
東
暉
、
東
暉
の
弟
子
聞
証
等

の
学
者
と
共
に
、
こ
の
峙
代

の
教
学
を
支
え
て
い
た
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
即
ち

浄
土
教
,義
は
聖
光
、
良
忠
そ
し
て
聖

冏
、
聖
聡
に
よ
つ
て
大
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
以
後
戦
国
時
代
情

勢
の
影
響
に
よ
り
、

余
り

振
わ
な
か

つ
た
宗
の
教
学
は
江
戸
中
期

に
至

つ
て
、
大
い
に
輿
隆

し
た
の
も
、
そ
の
影
に
は
袋
中
上
人
の
如
き
不
屈

の
信
念
を
持

つ

学
僧
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
。
と
云
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ

し
て
丁
度

こ
の
時
代
は
前
代
と
の
過
渡
期
に
袋
甲
上

人
が
位
置
し
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て

い

た

と

云

い

得

る

の

で

あ

る

。

法

然

上

入

の

和

歌

に

っ

い

て

武

嬉

善

史

今

日
、
法
然
上
人
の
和
歌
と
し
て
世

に
知
ら
れ
て
い
る
も

の
は

二
十

三
首

を
数

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち

「
勅
伝
し
第
三

十
巻

に
十
七
首
、
第
三
十
四
巻

に

一
首
、
第

二
十

一
巻

に
今
様
歌

一
首

と

「
和
語
証
録
し
第
四
に

一
首
、

コ
咼
田
本
法
然
上
人
伝
法

絵
」
巻
下
に
二
首
、

「
弘
願
本
法
然
聖
人
絵
」
第
二
に

一
首

の
合

計
二
十

三
首

で
あ
る
。

「
和
語
証
録
」
第
五
に

「
一
百
四
十
五
ケ
条
問
答
」
が
あ
る
が

そ
の
中

で
歌
を
よ
む

こ
と
の
是
非
の
問
答
が
出
て
い
る
。
す
な
わ

ち
歌

よ
む
は
罪
に
て
候
か
。

答
。
あ
な
が
ち

に
得
候
は
じ
、
但
罪
と
も
な
り
。
功
徳
と
も
な

る
。

上
人

の
答
の
意
味
は
、
そ
れ
が
専
修
念
仏

の
助
け
と
な
る
な
ら
ば

そ
れ
は
功
徳
と
な
り
妨
げ
と
な
る
な
ら
は
罪
と
な
る
と
い
う

の
で

あ
る
。

無
量
寿
経
に
は

至

心

信

楽

欲

生

我

国

乃

至

十

念

若

不

生

者

不

取

正

覚

唯

除

五

逆

誹

謗

正

法

と
あ
る
。

至
心
に
如
来
を
信
じ
、
至
心
に
如
来
を
愛

し
、
至
心

に
浄
土

へ
生

れ
ん
と
欲
し
て
念
仏
を
申
す
な
ら
ば
、
必

ず
浄
土

へ
往
生

で
き
る

の
で
あ
る
。

〇
三
心
の
中

の
至
誠
心
の
こ
丶
ろ
を

往
生
は
よ
に
や
す
け
れ
と
み
な
ひ
と
の
ま

こ
と
の
心
な
く
て
こ
そ

せ
ね
。

至
誠
心
と
は
真
実
心
の
こ
と
で
あ
り
、

外
に
賢
善

の
相
を
現
わ

し
、
内
に
虚
仮
心
を
い
だ
く
こ
と
な
く
、
身
口
意
の
三
業

に
修
業

す
る
と

こ
ろ
の
行
業
は
す

べ
て
真
実
の
心

を
も

つ
て
す
る
こ
と
で

あ
る
。

至
誠
心
と
は
真
実
心
の
こ
と

で
あ
り
、
衆
生
本
有
の
仏
性

で
あ

る
。一

切
国
土
の
悪
を
捨

て
善
を
選
び
取
る

こ
と

に
よ

つ
て
仏
の

一

切
の
善
根
を
満
し
て
成
仏

で
き
る
の
で
あ
る
。
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